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田 中 良 昭

論 文 名

明と暗

禅 とは何か

禅問答と公案

世界思想史上から見た禅

西洋哲学と東洋思想との交差点
一一即一切の問題を共通の出発点

として一

禅 とキ リスト教

無の歴史的研究(1)(2)

汎神論 ・神秘主i義・禅

禅の原型

イン ド仏教と禅宗一漸 ・頓教の特

性の出所と僧団形態一

自己存在についての一考察一禅の
立場に即して一

本来の面目

ユング心理学 と東洋思想

禅への心理学の関わ りについて(→

修行僧のふたりの初祖一ベネディ
クトと菩提達摩一

神会における見の思想一吉蔵との'
比較一

死と転生(そ の4)長 沙録の内容に
ついて

曹洞五位思想の展開一連山交易五位
説の意義 と位置一

仏智見と麻三斤

忘想の一考察

華厳と禅

華厳禅の形成

菩薩惣持法 と観心論(1)

雑 誌 名 巻号暫

禅 文 化llO
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大 法 輪50-10

禅 ブ ッ ク ス1

学 術 月報36-9

禅 文 化108

17フ ァ ィ ス ト

18

妾正大学教養部紀16

精神科学(日大)22

講 騰9

諜 犠 大学燗15
宗学研究25

思想708

禅学研究62

禅文化108

宗学研究

聖和

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

禅学研究

講座大乗仏教

理想

駒沢大学仏教学部
研究紀要
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松源崇嶽の思想

道元の時空

道元とスピノザの自己について

道元の慈悲とパウロの愛

本覚思想に対する批判一証真 ・道

元一

道元における起の一考察

道元禅における祇管打坐

道元禅における倫理的性格

道元禅師の誓願の種々相

道元禅師の文体と思想一模索的試
論一

道元における愛

露伴と道元における愛

由 良 君 美 道元における時間と言語
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修証一等の本来性

只管と看話の一致点←)一只管の功
夫一

身心脱落考(その一)

身心脱落考(その三)

漢光類聚における本覚思想の考察
一本来本法性疑団解明の一視角

(その4)一

天台法華宗牛頭法門要纂(伝最澄)
における本覚思想の考察一本来本
法性疑団解明の一視角一

正法眼蔵における正と邪

道元禅師正法眼蔵における仏性

正法眼蔵における象徴語の四諦論
的展開について

正法眼蔵における虚空の捉え方

正法眼蔵に於ける実相について

正法眼蔵諸方実相の考察

正法眼蔵の世界一道元禅師の坐禅

観について(1)一
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印度学仏教学研究

理想

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

仏教思想史

文芸研究(明大)

高崎経済大学論集

日本仏教学会年報

宗学研究

宗学研究

日本及日本人

鹿児島大学人文学
科論集

国文学(解 釈と教
材の研究)

曹洞宗研究員研究
生研究紀要

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

宗学研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要
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中川善教先生頭徳記念
論集 ・仏教と文化

宗学研究25

宗学研究25

宗学研究25

印度学仏教学研究31-2

鶴見大学紀要(人
文・社会篇)
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〔中国〕
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松 崎 清 浩
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仙 石 景 章

藤 田 正 浩

長 嶋 孝 行

西 村 恵 信

石 井 修 道

花 塚 久 義

竹 内 弘 道

愛 宕 元

吉 津 宜 英

伝光録の世界

沙石集における道理

近世禅者東嶺の思想風土

芭蕉のなかの音

宗乗と老荘思想一良寛和尚の生活
とうたをめぐって一

鈴木大拙における禅と念仏一世界
宗教への課題性を含めて一

中国禅宗史一臨済宗

中国禅宗史一曹洞宗

禅の語録

仏陀系と勒那摩提系の習禅者

大乗止観法門の食時止観考

止観義例随釈と禅宗

初期の習禅者達(⇒一大禅定寺の習禅
者一

初期禅宗と金剛般若経

中国初期曹洞禅の二 ・三の問題

傅大士像の一展開

南朝仏教における一考察一特に傅
大士を中心として一

傅大士と行路難の伝承

南嶽の習禅僧について

楊伽師資記における道信の自性清
浄心 ・如来蔵思想

頓悟要門の影響

人物中国禅宗史一ノスタルジアと
しての禅者たち一(3)～(6)

三百則でつづる中国禅宗史話←)

六祖壇経の四乗義

慧能撰金剛経解義の思想的特質と
成立をめぐって

寒山子説話について一閻丘胤序を
中心として一

宗密の本来成仏論

羅 窟糞仏教学部41

日本倫理思想史研究

印度学仏教学研究31--2

理 想599

醗 野 究会年報16

暑本醐 研究所報15

禅ブックス

禅ブックス

淡交

曹洞宗研究員研究
生研究紀要

宗学研究

宗学研究

禅学研究

曹洞宗研究員研究
生研究紀要

印度学仏教学研究

駒沢大学仏教学部
論集

仏教学研究会年報
(駒大)

宗学研究

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

禅文化

傘松

宗学研究

宗学研究

人文(京大)

宗学研究
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井

鈴
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龍

之

肇

津

政

部

林

井

阿

榑

永

道

孝

孝

修

秀

秀

井

藤

藤

石

佐

佐

夫

之

敬

雄

忠

政

善

宏

井

井

口

名

酒

永

野

椎

雄

雄

融

宏

宏

機

名

名

坂

椎

椎

小

麻三斤

雪峰と玄沙(下)

狗子無仏性の話をめぐって

禅宗教団の浄人

唐詩俗語新考(2)(3)

景徳伝灯録僧名索引

江南の禅宗に関する資料㈹唐 ・五
代

中国禅宗における世代意識の発生
について

趙宋天台学の背景延寿教学の再評
価

北宋禅林の行事について一禅苑清
規の一段をめぐって一

宗門武庫と従容録一南宋初期の禅
宗の教化について一

大慧宗呆の宏智禅師像賛について

南宋禅林と中国の社会風俗一如浄
録 ・虚堂録の因事上堂をめぐって
の試論一⇔

中国の五山十刹制度の基礎的研究
(2)

明州における禅寺と禅僧一宋元を
中心として一

雪蜜山の聞庵嗣宗について

飛騨安国寺の元版大蔵経について

明清における曹洞禅者の動向

明末虎丘派の源流一笑巌徳宝と幻
有正伝

宋金元版禅籍所在目録初稿

清代の書目における宋元版禅籍

大正新脩大蔵経と中国禅籍

禅宗の清規について

禅学研究62

禅文化107

禅学研究62

宗学研究25

弘献 学文化紀要ll

紫 李弊 要(人1・-2

翻 糞院大学文学12

宗学研究25

繋翠大学仏教学部14

印度学仏教学研究32-1

多賀秋五郎博士古稀
記念論文集 ・ア
ジアの教育 と社会

宗学研究25

麟 箋縷 員研究15

羅 大学仏教学部14

宗学研究25

墓簸 懸 期 究15

多賀秋五郎博士古稀記念論文集
・ア

ジアの教育と社会

宗学研究25

哲学年報42

羅 大学仏教学部14

灘 魏 舞員研究15

宗学研究25

大 法輪50-11
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〔朝鮮〕

申 正 午 西山休静の浄土思想に関して 印度学仏教学研究31-23
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鏡 島 元 隆

伊 東 洋 一

大 谷 哲 夫

大 谷 哲 夫

岡 島 秀 雄

新 倉 和 文

杉 尾 守

守 屋 茂

東 隆 真

石 島 尚 雄

柴 崎 文 一

束 隆 真

河 村 孝 道
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三

文
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祐
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秀

川

家

藤

木

部

藤

谷長

角

遠

鈴

志

伊

日本禅宗史一臨済宗 ・黄漿宗

日本禅宗史一曹洞宗

奈良時代の禅および禅僧

源平争乱のなかで生きた僧侶たち
一重源 ・慈円 ・栄西 ・法然一

鎌倉仏教における持戒の論理一明
恵と道元をめ ぐって一

道元禅師の入宋伝法

道元禅師の在宋中の動静一如浄と
の出合い一

後嵯峨天皇と道元禅師

如浄語録と道元禅師

道元と如浄㈹一如浄禅師語録到来
を中心に一

日本禅家における三教一致批判
一道元禅師とその門流について一

日本禅門における三教観一三教一
致弁を中心に一

道元の自然観

道元と懐弊の論談法戦について

道元 と新古今歌壇(続)

道 元禅師の真像 と永興庵

道元禅師と羅漢講式について

道元禅師と引用天台典籍の研究

狭嶺と道元一或る論争を手懸 りと
して一

正法眼蔵の分科的解釈について

古本75巻 本正法眼蔵の研究(7)
正法眼蔵聞書抄依用の正法眼蔵本
文復原化の試み

正法眼蔵画餅注解(3)

普勧坐禅儀考

永平弁道話流通考(続)

正法眼蔵弁註の研究

正法眼蔵借評と江戸期宗学の関連

正法眼蔵抄口語訳の試み一現成公

案(2)一

禅 ブックス

禅ブックス

宗学研究

歴史公論

歴史公論

宗学研究

印度学仏教学研究

宗学研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要

文経論叢(人 文学科篇
皿)

北海道駒沢大学研
究紀要

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

山口大学教育学部
研究論叢1部

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

曹洞宗研究員研究
生研究紀要

江渡狭嶺研究

印度学仏教学研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要

埼玉大学紀要

鶴見大学文学部創
立20周年記念論集

印度学仏教学研究

宗学研究

宗学研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要
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犠 騨 口語訳の試み一翻 般 蕪 大学仏教学部14

離 蠣 羅 秀怠壁 の擦 嚇 宗学研究25

講 騨 塑 考察一特畷 記蜷 印騨 仏教学研究32-1

正法眼蔵の書写と鐙仰報恩の行 宗学研究25

正法眼蔵写本の系統について 宗学研究25

正法眼蔵随聞記と日本達磨宗(続)宗 学研究25

茄 斑 正法臓 随聞記私考一そ 宗学研究25

正法眼蔵随聞記 国文学(解 釈と鑑賞)48-15

鑛 藷ける時間と言語一正法眼 駆 講轡 釈と教28-4

孤雲懐弊禅師の法誰について 宗学研究25

騨 義介の入宋と宏智難 につい 印度学仏教学研究32-1

伝光録異本校合の序章

伝光録の成立(3)真撰説,偽 撰説に
ついて

i義雲禅師と臨済僧

義雲禅師(最終回)

禅僧の生涯⑰⑱

北条泰時の信仰

世良田長楽寺文書一沙弥道粛寄進
状案

鎌倉期の渡来僧

三浦道祐寄進状案について一汲江

寺文書文和三年一

不遷法序と不遷中序

中世 日中禅思想交流史の一断面(1)(
2)(3)

中世 の松島寺

一休狂雲集の詩 と思想一エロチシ

ズムの行方一

光厳天皇㈲

禅 と日本文化←)⇔

正法論と続正法論

10

3

黎縷 学文学鰯41

駒沢女子短期大学163
研究紀要

宗学研究253

傘松4743

継 艦 調1

日本仏搬 学17噌

日本仏教史学1811

歴史公論872

土佐史談1638

日本歴史4161

文明lll3S3i9

宮城の研究35

日本思想史219

禅文化1097

徽 化181今

日本歴史4194

21

00

00

0
0

00

21

0σ

3

9
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00
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之

郎

雄

臣

五

紀

秋

住

弘

蓋下

賀

山

原

岩

多

横

千

弘良瀬広

広 瀬 良 弘

原 田 弘 道

原:田 弘 道

正徹草庵領備中国小田庄について

飛騨安国寺の経蔵と経巻

中世前期の妙心寺派と愚渓庵

利休居士号をめぐって

曹洞禅僧における神人化度 ・悪霊鎮
圧

大雄山最乗寺の開山了庵慧明の代
語について一大雄山最乗禅寺御開
山御代一
中世における禅宗発展の一要因
一曹洞宗を中心にして一

中世禅宗と念仏禅

石 川 力 山 中世曹洞宗切紙の分類試論(1)

石 川 力 山 中世曹洞宗切紙の分類試論(2)

今 三泉 淑 夫

大 戸 安 弘

煕春龍喜書状について

万里集九の教育活動一15世 紀後期
における地方武士との交渉を通し
てみた一

結 城 陸 郎 足利学校の中世と近世

桑 田 和 明

伊 藤 智 子

朝 倉 治 彦

木 下 寛 一

鈴 木 泰 山

内 藤 二 郎

樋 口 政 則

中世末期における寺院機能をめぐ
って一長楽寺と新田領一

建長寺僧籍帳(5)(6)

東福寺伽藍図

勝山市の畳秀山開善寺と小笠原氏
⇔

中遠地方仏教教団史稿一袋井市史
の一環として一(3)

虚無僧

虚無僧,諸 国往来の事

柳 田 聖 山 生と死と一永遠の ドラマ

千 坂 由彦 済北集巻16・ 通衡之一分析(1)

千 坂

千 坂

鰺

鰺

川 瀬 一 馬

早 苗 憲 生

五山文学の果した役割一特に寺田
透氏の義堂周信理解について一

先例重視の文学一五山文学と説話文
学にみる中世的要素一

五山文化と夢窓国師

資料紹介・今津文庫所蔵由良開山
法燈円明国師法語

愛知淑徳大学論集9

歴 史手帖11-1

美文会報5

淡交37-3

印度学仏教学研究31-2

宗学研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要

印度学仏教学研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要

駒沢大学仏教学部
論集

東京大学史料編纂
所報

教育学研究

多賀秋五郎博士古稀
記念論文集 ・ア
ジアの教育と社会

立教日本史論集

鎌倉

歴史手帖

伊那

2

1
占

5

3

1

3

253

413

31-23

413

1410

173

50-26

5

21

422

436

11-610

31-66

翻 論 馨合郷土28
駒大経営研究14-3

歴 史手帖11-12

国文学(解 釈と教
材の研究)

聖和

解釈

解釈

書誌学

禅学研究

3

らQ

9
白
1

28-43

203

28-22

29-66

31・325

6211
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浪 本 沢 一

小 西 甚 一

朝 倉 尚

朝 倉 尚

朝 倉 尚

稲 田 利 徳

滝 沢 精一郎

滝 沢 精一郎

石 尾 美代子

兵 藤 正之助

村 井 早 苗

小 山 勤 二

唐 木 裕 志

近 藤 英 雄

土田 吉左衛門

加 藤 正 俊

堀 野 宗 俊

江 口 正 尊

林 雪 光

中 山 重 記

(無 名)

増 田 房 雄

佐々木 章 格

鈴 木 格 禅

鈴 木 格 禅

佐々木 章 格

佐々木 章 格

川 口 高 風

寂室元光の偶頬抄

詩と禅思想一五山の漢詩一

杜甫と禅一禅林における杜甫像寸
見

景徐周麟 と湯山聯句一成立の背景
について一

寿春妙永小論一禅林文壇における
文筆活動一

正徹の自筆懐紙 ・短冊拾遺(2)

合浦珠 ・昆吾剣一和漢朗詠集と禅文
学一

遍参遊方 と無情説法一林下の文学
の特色一

山岡院由来記

仏教 とキ リス ト教一禅僧と初期切
支丹宣教師との確執を中心に一

紫衣事件後の朝幕開係一沢庵 ・玉
室 ・江月を中心に一

沢庵和尚出生の周辺

大衆禅の確立について一盤珪禅一

加藤月窓居士と盤珪禅師(1)

白隠禅師と観月の遺跡

白隠と仙崖

雲居希麿自筆本仮題開眼誠述につ
いて

黄漿山と萢道生一万福寺の仏たち一

木庵禅師の遺墨について

旧宇佐宮所蔵鉄眼版一切経調査報
告

売茶翁について

曹渓禅寺の大名墓〔港区南麻布〕

水戸開基帳にみる洞門寺院⇔

天桂伝尊考

損翁宗益考

指月慧印と曹洞二師録

指月禅師正説記について

磁祖加藤民吉をめぐる洞門僧

跡見学園女子大学紀要

国文学(解 釈 と教材
の研究)

岡山大学教養部紀

要

国語 と国文学

国語国文51-g

国文学孜97

野州 国文学30・31

野州国文学33

瑞巌寺博物館年報9

関東学院大学人文6
科学研究所報

近世仏教6-1

歴 史研究264

香川史学12

伊予市の歴史文化9

飛騨春秋28-5

水墨画 別冊1

瑞 巌寺博物館年報9

黄漿研究資料3

禅文化107

豊 日史学48-1

大肥前53-3

歴 史研究273

曹洞宗研究員研究15
生研究紀要

印度学仏教学研究31-2

駒沢大学仏教学部41

研究紀要

印度学仏教学研究31-2

宗学研究25

宗学研究25

163

28-43

192

60-33
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水 野

渡 部

村 瀬

川 口

樋 口

松 本

郡 司

高 瀬

原 武

滝 沢

若 月

田 中

三 山

隆

英

英

風

助

一

道

雄

哲

人

吾

道

進

博

正

法

高

信

晧

博

重

武

正

英

夫

慶

浄

道

滴

勝

堂

敏

俊

一

嗣

雄

之

二

英

個

勇

宥

文

慶

宗

文

賢

茂

正

淳

直

龍
-
龍

栄

正

初

木

井

部

島

尾

見

倉

田

城

山

田

内

浪

部

〔

鈴

平

西

福

西

春

小

上

宮

内

浜

坂

田

宮

渡

尾張における曹洞宗教団の形成に
ついて

洞上行持軌範についての一視点

洞上伽藍雑記の性格一童問日用集
との関連において一

迦葉伝衣非金欄弁と伝衣証の論争

象先禅師の遺偶

真清居士 ・鈴木馬左也の禅的人間像
と生涯一臨済居士禅の事例研究一

久我環渓禅師詳伝←う

山岡鉄舟の一面

夏目漱石と浅井栄狸一鏡子入水事
件に関わった禅の人一

草笛禅師横山祖道のこと

昭和前期における宗学研究の周辺(
3)秋山範二著道元の研究について

慧日山宗派図索引

鎌倉禅刹文殊菩薩像試考

金剛般若経の絶対処格構文

敦煙本維摩経義記

禅僧の逸話(日本)(1)～⑫

禅と人生

中国五岳の一南嶽衡山登山記

中国禅宗祖蹟を巡拝して

祖山拝塔の見聞記一黄案山頭に参
ず一

義堂と絶海の銅像

瑞巌寺の茶陶について

佐久間徳郎筆羅漢図障壁画(瑞 巌
寺蔵)に ついて

瑞巌寺の狩野派系絵画

諸尊法⇔

逆水洞流と太子庵

良寛書の特性について

禅宗寺院と民衆について⇔一大雄
山最乗寺講中形成について一

宗学研究

宗学研究

宗学研究

印度学仏教学研究

目黒区郷土研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要

傘松

清泉

近代文学論集

桃山学院大学キリ
スト教論集

駒沢大学仏教学部
研究紀要

駒沢史学

鎌倉

25

25

25

31-2

345

41
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10
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難 葦襯 大学研142

大正 大学 年 報53

淡 交37-1-121-12

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

土佐史談

瑞巌寺博物館年報

瑞巌寺博物館年報

瑞巌寺博物館年報

宗学研究

宗学研究

日本美術工芸

曹洞宗研究員研究
生研究紀要
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山

渡

金

斎

柴

森

野

小

小

山

岡 隆 晃

会 正 純

沢 弘

藤 馨

民 芳

本 和 夫

尻 命 子

倉 玄 照

倉 玄 照

内 長 三

〔書評 ・紹介〕

藤 吉 慈 海

竹 貫 元 勝

石 井 修 道

鏡 島 元 隆

大雄山最乗寺における仏教的複合
について

略講式の詞章について

南禅寺の名宝

僻地の勅願寺法常寺について

社会福祉と宗教(2)ロージァズのカ
ウンセ リング理論と禅学の接点を

求めて

ヨーロッパ禅の昨今

ヨーロッパにおける禅(4)(5)(最終

回)

禅宗の名刹地図

道元の旧跡地図

白隠の行状遺跡地図

宗学研究57-3

篁灘 羅 員研究15
月刊文化財235

歴史研究273

購 奨鶉 饗 子21

大法輪50-4

徽 化191・iOS

大法輪50-5

大法輪50-5

大法輪50-5

フ ラ ン ソ ワ=ア ルベ ー ル ・ヴ ィア レ ブデ イ ス ト

著 『禅 一 も う一 つ の斜 面 』

魏 欝 『禅宗史散策』 『沢庵 花園史学

鏡島元隆著r天童購 禅師の研究』緊 大学仏教学部

田帳 騰r敦 騨 宗文献の研究』黎撃 学仏教学部
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〔西尾 賢 隆 編 〕
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